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1． はじめに ──「提出したら終わり」から「書き直して伸びる」へ  

本システムの最大の魅力は、生徒がレポートを提出した瞬間に生成 AI が教師設定のルーブリックを読み取

り、わずか数十秒でフィードバックを返す点にある。生成 AI は“下書き段階のコーチ”として 良い点・改善点・

根拠引用 を提示し、評価基準に照らして不足箇所を可視化する。生徒は教室でも家庭でも  

「 提出 → 生成AIによる回答 → 自主改善 」を繰り返し、教師への提出前に完成度を高められるため、学び

が連続的に深化する。 

一方、生成 AI がレポートに対する評価と引用根拠を即時生成してくれるため、教師はコメント作成や一律

チェックに費やしていた時間を大幅に圧縮でき、そのリソースを“本当に支援を必要とする”生徒への対話・個別

指導に集中できる。最終的なレポートの評価は教師が確認して決定する仕組みなので、評価の公正さと専門性

も揺るがない。 

 

2．システムの全体像 ──「アップロード→AI 評価→履歴化」の三拍子 

本システムは Google Workspace と Gemini API だけ で動く、極めてシンプルな三層構造である。 

(1) 生徒がレポート（PDF）をアップロードすると同時にGoogle Drive（教師用）に保存 

(2) Apps ScriptがOCRで本文を抽出し、ルーブリックを添えてAzureへ送信 

(3) 返ってきたフィードバックをそのままスプレッドシートに書き込み、生徒画面へ即時送信 

——という流れで、外部サーバや複雑な認証基盤を一切必要としない。 

 

3．操作フロー ──生徒も教師も「クリックして待つだけ」 

3-1 生徒側の 3 ステップ 

(1) ログイン 

 ブラウザにパスワードを入力して Enter。学

籍番号やメール認証は不要（図１）。 

(2) アップロード 

 「ファイルを選択」ボタンでPDFを添付し、

「レポートを送信」ボタンで送信する。 

(3) 生成AIからの回答の確認 

 平均 30 秒で良い点・改善点・引用根拠（赤・

緑バー）が表示される（図２）。生成AIからの

回答を参考にレポートを自主改善し、練り上げ

ていく。 

 

 

 図１ ログイン画面（生徒用） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 生成AIからの回答（生徒用） 



3-2 教師側の ３ ステップ 

(1) ルーブリックの入力 

 シート「評価基準」に評価項目・評価基準・満点を打ち込む（図３）。 

 
      

(2) プロンプトの入力 

生徒のレポートと一緒に生成AIに渡す指示文（図４）であり、これによって回答が変化する。 

 
      

(3) モニタリング 

 シート「ログ一覧」にリアルタイムで生成 AIによる回答と点数が反映されるので、全生徒の進度を

確認しつつ、低得点の生徒を即座に声かけできる。 

 図５ ログの例（教師用） 

図３ ルーブリックの例（教師用） 

図４ プロンプトの例（教師用） 



4．おわりに ──教室に “学びを循環させる” 評価文化を 

• 導入コストはゼロ同然 

Google Workspace 内で完結し、API キーとルーブリックを入力するだけで稼働。 

• 履歴の一元管理 

生成AIからの回答・点数・引用根拠を自動蓄積。いつでも学習履歴と評価過程を説明できる。 

• 生徒が自ら学びを深めるサイクル 

「 提出 → 生成 AI による回答 → 自主改善 」が日常化し、レポートが“提出して終わり”の資料では

なく“成長を促すエンジン”へと変わる。 

このシステムを通じて、教師は本当に手を差し伸べるべき生徒に時間を使い、生徒は自分の学びを主体的に

磨き上げられる。――教室に、データと対話が織りなす新しい評価文化を。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



レポート評価システム ver2.0のセットアップマニュアル 

 

① Googleドライブのマイドライブ内に「新しいフォルダ」を作成する。（例：○年○組 ○○レポートなど） 

②  設定は「共有」から「リンクを知っている全員」編集者とする 

 

 

 

  

③ FOLDER_IDの取得 

 

 

④ 下記のURLに移行し、ファイルを自身のドライブにコピーする 

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1UHZuafvolVZu55ZUsmqwDw3mmWvOnx4NRQdyA9tmjx0/co

py?urp=gmail_link 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ スプレッドシートのシート「初期設定」を開き、生徒名とパスワード、ドライブ IDを入力する 

   *③で取得したドライブ ID（赤下線）を入力する 

   *指定したドライブに生徒の提出したレポート（PDF）が蓄積されていく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1UHZuafvolVZu55ZUsmqwDw3mmWvOnx4NRQdyA9tmjx0/copy?urp=gmail_link
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1UHZuafvolVZu55ZUsmqwDw3mmWvOnx4NRQdyA9tmjx0/copy?urp=gmail_link


⑤  スプレッドシートのシート「評価基準」を開き、例に沿って各項目を入力する 

 

⑥  スプレッドシートのシート「指示文」を開き、例に沿って指示文を入力する 

 

⑦「拡張機能」→「Apps Script」をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

⑧  個人シートの作成 

「個人シートの作成.gs」→「実行」をクリックする *承認を要求されたら答えていく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑨ 「プロジェクトの設定」をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 「スクリプトプロパティを追加」をクリックする 

 

 

 

 

 

 

⑫ 「AZURE_OPENAI_API_KEY」などをプロパティ名として、値に入力する 

 「AZURE_OPENAI_API_KEY」P９～ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬ 画面右上の「デプロイ」→「新しいデプロイ」をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑭ 「デプロイ」をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑮ 「アクセスを承認」をクリックする 

 

 

 

 

 

⑯ 「許可する」をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑰ URLが生成されるので、アクセスする。（このURLを生徒に配付する） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「AZURE」に関する情報の取得方法 

 

① 下記のURLに移行し、「Azure を無料でお試しください」をクリックする 

https://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/purchase-options/azure-account?icid=azurefreeaccount 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② サインインまたはアカウントがない場合には「作成」をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ サインが完了したら、下記のURLにアクセスする 

https://portal.azure.com/?quickstart=True#home 

 

④ 「リソースの作成」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/purchase-options/azure-account?icid=azurefreeaccount
https://portal.azure.com/?quickstart=True#home


⑤ 「Azure OpenAI」をクリックする 

 

⑥ リソースグループに新規作成で名前を入力（例：Assistant-AI-Chat） 

名前*にも名前を入力（例：Assistant-AI-Chat） 

価格レベル*を「Standard S0」にする 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑦ 「次へ」をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 「次へ」をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 「作成」をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑩ デプロイが完了したら「リソースに移動」をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 「Explore Azure AI Foundry portal」をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑫ 「新しいデプロイの作成」をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬ 「gpt-35-turbo」を選択し、「確認」をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑭ 「デプロイ」をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑮ ⑪のページまで戻り、「リソース管理」→「キーとエンドポイント」をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑯ 「キー１」＝「AZURE_OPENAI_API_KEY」 

「エンドポイント」＝「AZURE_OPENAI_ENDPOINT」をP3のプロパティに貼り付ける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


